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一
人
ひ
と
り
が
、
幸
せ
を
実
感
し
、「
み
は
ま
」
ら
し
く
輝
く
ま
ち

将

来

像

健康づく り・ 保健活動の推進

安心して暮らせる心の健康づく りの推進

地域医療の充実

充実した社会保障の実現

農業の振興

林業・ 水産業の振興

商工観光業の振興と移住定住の促進

雇用対策の推進

人権尊重・ 平和活動の推進

地域福祉の推進

子育て環境の充実

高齢者福祉の充実

障がい者（ 児）福祉の充実

人命を守る危機管理対策の推進

生活安全対策の推進

調和のとれた土地利用と
快適な居住環境の整備

道路・ 交通網・ 情報基盤の整備

自然環境の保全と
脱炭素・ 循環型社会の形成

学校教育の充実・ 青少年の健全育成

生涯学習の推進

文化芸術活動の推進と
文化遺産の保存・ 継承

スポーツ活動の推進
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心豊かに輝ける
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安全・ 安心で

快適に生活できる

まち づく り

活力と 魅力を

生み出すまち づく り

と も に学びあい

人と 文化を 育む

まち づく り

誰も が健やかに

暮ら せるまち づく り

1
健
康
・
安
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2
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私たちみんなが、町への誇り と 愛着を大切にし 、

私たちみんなが、主体と なって進めるまちづく り

住民参加の

まち づく り の推進

1
施策

情報公開と 個人情報保護の推進6 1 3

広報・ 広聴活動の充実6 1 2

まちづく り への住民参画と 地縁団体、

ボランティ ア団体等の活動支援6 1 1

財政基盤の強化

3
施策

公共施設の適正な維持管理6 3 3

安定し た財源の確保6 3 2

健全な財政運営6 3 1

質の高い

自治体経営の実現

2
施策

行政改革、広域行政の推進6 2 4

D Xの推進と 行政事務の

効率化・ 高度化6 2 3

人材の育成・ 確保6 2 2

窓ロサービスの充実6 2 1

健康意識の高揚と 主体的活動の促進

感染症対策の推進

心の健康に関する啓発活動と支援体制の充実

地域医療体制の充実

社会保障の健全な運営

生活困窮に関する支援体制の充実

みかん産地再生プロジェクト

農業における生産性の向上と消費拡大、基盤整備

森林保全・ 育成と利用の促進

水産資源の確保

効果的な経済循環と持続可能な商工観光業の実現

移住定住の促進

就業・ 雇用対策の推進

人権意識の高揚

男女がともに活躍できる環境づく り

多文化共生の推進

平和思想の啓発

包括的な支援体制の充実

居場所づく りと 社会参加への支援

支え合う 地域づく りの推進

教育・ 保育環境の充実

こども・ 子育て支援の充実

認知症対策及び権利擁護体制の強化

介護予防の促進

高齢者が安心して暮らせるまちづく り

障がい者支援と社会参加の促進

障がい児の療育と 家族支援

障がい者（ 児）の権利擁護支援体制の構築

地域防災力の向上

消防・ 救急体制の充実

交通安全対策の推進

防犯意識の高揚と 安全・ 安心の環境づく り

自然と 調和された土地の有効利用

快適な居住環境の形成

上・ 下水道事業の適正運営

良好な生活環境の保全

道路整備・ 維持管理の推進

日常生活に必要とさ れる地域の交通ネット ワークの維持

未来社会実現に向けた情報基盤整備の促進

環境活動の推進とごみ収集・ 処理体制の充実

し 尿の適正処理

温室効果ガスの削減、脱炭素社会［ ※］づく りの推進

児童生徒の学びを支える教育環境の整備・ 充実

児童生徒の確かな学力の育成

特色ある学校教育の推進

特別支援教育の推進

安全で安心な学校づく り

豊かな心と健やかな体の育成

青少年の活動支援

生涯学習活動の促進

読書環境の整備・ 充実

文化芸術活動の促進

文化財等の保全・ 継承と 活用

スポーツ団体の活動支援・ 多様なスポーツ活動の普及促進

スポーツ施設の整備
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　 重点プロジェクト は、基本構想に掲げる将来像「 一人ひとり が、幸せを実感し 、『 みはま』ら

し く 輝く まち」の達成に向けて、後期基本計画の各施策の推進力を高めるために、本計画の

基本目標が示す分野を横断的あるいは積極的に取り 組む施策です。

　 戦略的な視点及び将来の財政フレームに基づいた選択と 集中によって重点的に取り 組む

施策であるとと も に、地方創生への取組とし て、人口減少や少子高齢化、地域経済の縮小な

ど、本町が直面する大きな課題に対し て挑戦する施策とし て位置づけます。

　 こ れにより 、地域コミ ュニティ や日常生活に不可欠なサービスの維持を踏まえて人口減少

が進行する中にあっても 、誰も が幸せを感じ 、安全・ 安心に暮ら せる持続可能なまちづく り の

実現を目指すも のです。

重点プロジェ クト の位置づけ2
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5

重点プロジェ クト１

暮らし に穏やかさ を感じ る

「 安全・ 安心の確保」プロジェクト

（ １ ）健体康心と 生涯現役の促進

（ ２ ）安全・ 安心な暮らし の確保

重点プロジェ クト ２

暮らし の活力を生み出す

「 地域経済の活性化」プロジェクト

（ １ ）みかん産地の再生

（ ２ ）地域産業の活性化と 地域内経済循環の促進

重点プロジェ クト ３

暮らし を未来につなぐ

「 人口減少への挑戦」プロジェクト

（ １ ）若い世代や女性が心地よく 暮らせる環境整備

（ ２ ）町の将来を担う 人材の育成

行政運営

目指すべき 行政の姿

後
期
基
本
計
画
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
地
方
創
生
総
合
戦
略
の
取
組
）

4 2

　 重点プロジェクト は、基本構想に掲げる将来像「 一人ひとり が、幸せを実感し 、『 みはま』ら

し く 輝く まち」の達成に向けて、後期基本計画の各施策の推進力を高めるために、本計画の

基本目標が示す分野を横断的あるいは積極的に取り 組む施策です。

　 戦略的な視点及び将来の財政フレームに基づいた選択と 集中によって重点的に取り 組む

施策であるとと も に、地方創生への取組とし て、人口減少や少子高齢化、地域経済の縮小な

ど、本町が直面する大きな課題に対し て挑戦する施策とし て位置づけます。

　 こ れにより 、地域コミ ュニティ や日常生活に不可欠なサービスの維持を踏まえて人口減少

が進行する中にあっても 、誰も が幸せを感じ 、安全・ 安心に暮ら せる持続可能なまちづく り の

実現を目指すも のです。

重点プロジェ クト の位置づけ2

誰
も
が
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

基
本
目
標 

1

一
人
ひ
と
り
が
心
豊
か
に
輝
け
る
ま
ち
づ
く
り

基
本
目
標 

2

安
全
・
安
心
で
快
適
に
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

基
本
目
標 

3

活
力
と
魅
力
を
生
み
出
す
ま
ち
づ
く
り

基
本
目
標 
4

と
も
に
学
び
あ
い
人
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

基
本
目
標 

5

重点プロジェ クト１

暮らし に穏やかさ を感じ る

「 安全・ 安心の確保」プロジェクト

（ １ ）健体康心と 生涯現役の促進

（ ２ ）安全・ 安心な暮らし の確保

重点プロジェ クト ２

暮らし の活力を生み出す

「 地域経済の活性化」プロジェクト

（ １ ）みかん産地の再生

（ ２ ）地域産業の活性化と 地域内経済循環の促進

重点プロジェ クト ３

暮らし を未来につなぐ

「 人口減少への挑戦」プロジェクト

（ １ ）若い世代や女性が心地よく 暮らせる環境整備

（ ２ ）町の将来を担う 人材の育成

行政運営

目指すべき 行政の姿

後
期
基
本
計
画
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
地
方
創
生
総
合
戦
略
の
取
組
）



最重点･･･特に計画期間の５ 年間で集中的に取り 組む施策

教育・ 保育環境の充実

こども・ 子育て支援の充実

障がい児の療育と 家族支援

快適な居住環境の形成

道路整備・ 維持管理の推進【 再掲】

日常生活に必要とさ れる地域の交通ネット ワークの維持【 再掲】

未来社会実現に向けた情報基盤整備の促進

移住定住の促進

就業・ 雇用対策の推進【 再掲】

後期基本計画における主要施策

2 3 1

2 3 2

2 5 2

3 3 2

3 4 1

3 4 2

3 4 3

4 3 2

4 4 1

●

●

●

●

●

最重点後期基本計画における基本施策

子育て環境の充実　

障がい者（ 児）福祉の充実

調和のとれた土地利用と快適な居住環境の整備

雇用対策の推進

商工観光業の振興と 移住定住の促進

2－3

2－5

3－3

4－3

道路・ 交通網・ 情報基盤の整備3－4

4－4

（ １ ）若い世代や女性が心地よく 暮ら せる環境整備

児童生徒の学びを支える教育環境の整備・ 充実

児童生徒の確かな学力の育成

特色ある学校教育の推進

特別支援教育の推進

安全で安心な学校づく り

豊かな心と健やかな体の育成

文化財等の保全・ 継承と 活用

後期基本計画における主要施策

5 1 1

5 1 2

5 1 3

5 1 4

5 1 5

5 1 6

5 3 2

●

●

●

●

●

●

最重点後期基本計画における基本施策

学校教育の充実・ 青少年の健全育成

文化芸術活動の推進と 文化遺産の保存・ 継承

5－1

5－3

（ ２ ）町の将来を担う 人材の育成

みかん産地再生プロジェクト

農業における生産性の向上と消費拡大、基盤整備

後期基本計画における主要施策

4 1 1

4 1 2

●

●

最重点後期基本計画における基本施策

農業の振興4－1

（ １ ）みかん産地の再生

効果的な経済循環と持続可能な商工観光業の実現

就業・ 雇用対策の推進

後期基本計画における主要施策

4 3 1

4 4 1

●

最重点後期基本計画における基本施策

商工観光業の振興と 移住定住の促進

雇用対策の推進

4－3

4－4

（ ２ ）地域産業の活性化と 地域内経済循環の促進

健康意識の高揚と 主体的活動の促進

感染症対策の推進

心の健康に関する啓発活動と支援体制の充実

居場所づく りと 社会参加への支援

介護予防の促進

高齢者が安心して暮らせるまちづく り

障がい者支援と 社会参加の促進

後期基本計画における主要施策

1 1 1

1 1 2

1 2 1

2 2 2

2 4 2

2 4 3

2 5 1

●

●

●

最重点後期基本計画における基本施策

健康づく り・ 保健活動の推進

安心して暮らせる心の健康づく りの推進

地域福祉の推進

障がい者（ 児）福祉の充実

高齢者福祉の充実

1－1

1－2

2－2

2－4

2－5

（ １ ）健体康心と 生涯現役の促進

地域医療体制の充実

生活困窮に関する支援体制の充実

包括的な支援体制の充実

地域防災力の向上

道路整備・ 維持管理の推進

日常生活に必要とさ れる地域の交通ネット ワークの維持

後期基本計画における主要施策

1 3 1

1 4 2

2 2 1

3 1 1

3 4 1

3 4 2

●

●

●

●

最重点後期基本計画における基本施策

地域医療の充実

充実した社会保障の実現

地域福祉の推進

人命を守る危機管理対策の推進

道路・ 交通網・ 情報基盤の整備

1－3

1－4

2－2

3－1

3－4

（ ２ ）安全・ 安心な暮らし の確保

第
3
部

　
後
期
基
本
計
画

最重点･･･特に計画期間の５ 年間で集中的に取り 組む施策

教育・ 保育環境の充実

こども・ 子育て支援の充実

障がい児の療育と 家族支援

快適な居住環境の形成

道路整備・ 維持管理の推進【 再掲】

日常生活に必要とさ れる地域の交通ネット ワークの維持【 再掲】

未来社会実現に向けた情報基盤整備の促進

移住定住の促進

就業・ 雇用対策の推進【 再掲】

後期基本計画における主要施策

2 3 1

2 3 2

2 5 2

3 3 2

3 4 1

3 4 2

3 4 3

4 3 2

4 4 1

●

●

●

●

●

最重点後期基本計画における基本施策

子育て環境の充実　

障がい者（ 児）福祉の充実

調和のとれた土地利用と快適な居住環境の整備

雇用対策の推進

商工観光業の振興と移住定住の促進

2－3

2－5

3－3

4－3

道路・ 交通網・ 情報基盤の整備3－4

4－4

（ １ ）若い世代や女性が心地よく 暮ら せる環境整備

児童生徒の学びを支える教育環境の整備・ 充実

児童生徒の確かな学力の育成

特色ある学校教育の推進

特別支援教育の推進

安全で安心な学校づく り

豊かな心と健やかな体の育成

文化財等の保全・ 継承と 活用

後期基本計画における主要施策

5 1 1

5 1 2

5 1 3

5 1 4

5 1 5

5 1 6

5 3 2

●

●

●

●

●

●

最重点後期基本計画における基本施策

学校教育の充実・ 青少年の健全育成

文化芸術活動の推進と 文化遺産の保存・ 継承

5－1

5－3

（ ２ ）町の将来を担う 人材の育成

みかん産地再生プロジェクト

農業における生産性の向上と消費拡大、基盤整備

後期基本計画における主要施策

4 1 1

4 1 2

●

●

最重点後期基本計画における基本施策

農業の振興4－1

（ １ ）みかん産地の再生

効果的な経済循環と持続可能な商工観光業の実現

就業・ 雇用対策の推進

後期基本計画における主要施策

4 3 1

4 4 1

●

最重点後期基本計画における基本施策

商工観光業の振興と移住定住の促進

雇用対策の推進

4－3

4－4

（ ２ ）地域産業の活性化と 地域内経済循環の促進

健康意識の高揚と 主体的活動の促進

感染症対策の推進

心の健康に関する啓発活動と支援体制の充実

居場所づく りと 社会参加への支援

介護予防の促進

高齢者が安心して暮らせるまちづく り

障がい者支援と 社会参加の促進

後期基本計画における主要施策

1 1 1

1 1 2

1 2 1

2 2 2

2 4 2

2 4 3

2 5 1

●

●

●

最重点後期基本計画における基本施策

健康づく り・ 保健活動の推進

安心して暮らせる心の健康づく りの推進

地域福祉の推進

障がい者（ 児）福祉の充実

高齢者福祉の充実

1－1

1－2

2－2

2－4

2－5

（ １ ）健体康心と 生涯現役の促進

地域医療体制の充実

生活困窮に関する支援体制の充実

包括的な支援体制の充実

地域防災力の向上

道路整備・ 維持管理の推進

日常生活に必要とさ れる地域の交通ネット ワークの維持

後期基本計画における主要施策

1 3 1

1 4 2

2 2 1

3 1 1

3 4 1

3 4 2

●

●

●

●

最重点後期基本計画における基本施策

地域医療の充実

充実した社会保障の実現

地域福祉の推進

人命を守る危機管理対策の推進

道路・ 交通網・ 情報基盤の整備

1－3

1－4

2－2

3－1

3－4

（ ２ ）安全・ 安心な暮らし の確保

第
3
部

　
後
期
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本
計
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（ １ ）健体康心と 生涯現役の促進

　 住民一人ひと り の身体と 心の健康に対する 意識の高揚を 図

り 、健康づく り への主体的な行動を促進し ます。

　 また、誰も が生涯を 通し て、健康でいき いきとし た暮らし が送

れるよう 、それぞれのニーズに応じ た交流や就労の場など、社会

参加の機会の創出に取り 組みます。

、安全な環境のもと 、

きいきと 自分らしく 地域社会で活躍

わたって安心し て暮ら せるよう 、医療

。

整備するととも に、地域における防

して暮ら せるまちづく り を進めます。

ロジェクト

による大規模災害から 住民の生命

維持管理、土砂災害防止施設等の整備に

の向上と自主防災組織を中心とし

ちづく り を推進します。

、近畿自動車道紀勢線紀宝熊野道

主要道路をはじ めと する道路網のさらなる

ウォーキング教室

紀南病院

ト に関連する施策を記載し ています。

関連施策

地方創生戦略とし て位置づけられており 、まちの将来

し 、『 みはま』らしく 輝く まち」の達成に向けて、

組む施策です。

置づけ

各プロジェ クト の基本的な

考えを記載し ています。

重点プロジェ クト の
基本的方向

目　 的

重点プ ロジェ クト１ の

～すべての人が、住み慣れた場所で、安全な環境のもと 、

安心し て暮らし ています。～

安全・ 安心の確保

基本的方向

重点プ ロジェ クト１ の

　 すべての人が、健康で元気に暮らし 、いきいきと 自分らしく 地域社会で活躍

できる 環境を 整備すると と も に、生涯にわたって安心し て暮ら せるよう 、医療

体制の維持や福祉施策の充実を図り ます。

　 あわせて、安全で魅力的な生活環境を整備すると と も に、地域における 防

災・ 減災対策を着実に推進し 、誰も が安心し て暮ら せるまちづく り を進めます。

暮らし に穏やかさを感じ る

「 安全・ 安心の確保」プロジェクト

重点
プロジェ クト

1

（ ２ ）安全・ 安心な暮らし の確保

　 年齢を問わず誰も が安心し て暮ら せるよう 、身近で医療が受

けら れる 地域医療体制や通院・ 買物等の移動手段の維持、生活

する 上で 必要な 各種福祉制度の充実など 、日常生活に不可欠

な 公共サービ スの提供に取り 組むと と も に、それぞれのコ ミ ュ

ニティ において、お互いに助け合える地域づく り を進めます。

　 また、安全な暮らし のための基盤づく り と し て、南海ト ラ フ 巨

大地震やそれに伴う 津波の発生、想定外の大型台風や集中豪雨などによる大規模災害から 住民の生命

を守るため、避難路及び津波避難タ ワー等、避難施設の整備・ 維持管理、土砂災害防止施設等の整備に

取り 組み、地域の強靭化を図ると と も に、住民一人ひとり の防災意識の向上と 自主防災組織を中心とし

た防災力を強化し 自助・ 共助・ 公助が相互に機能し あう 災害に強いまちづく り を推進し ます。

　 あわせて、災害発生時に迅速・ 円滑に避難や物資輸送ができるよう 、近畿自動車道紀勢線紀宝熊野道

路の整備を促進すると と も に、町内の主要な施設につながる主要道路をはじ めと する道路網のさ ら なる

整備及び適正な維持管理に取り 組みます。

関連する SD G s

ウォーキン グ教室

紀南病院

クト

【 重点プロジェ クト 】 の見方

後期基本計画における主要施策のう ち、重点プロジェクト に関連する施策を記載し ています。

後期基本計画における重点プ ロジェ クト 関連施策

各重点プロジェクト は、地方創生総合戦略とし て位置づけら れており 、まちの

将来像「 一人ひとり が、幸せを実感し 、『 みはま』らしく 輝く まち」の達成に向け

て、分野を超えて重点的に取り 組む施策です。

重点プ ロジェ クト の位置づけ

各プロジェクト の基本的な

考えを記載し ています。

重点プ ロジェ クト の
基本的方向

各重点プロジェクト の目的

は、すべての人々が豊かな

暮らし を 送ること ができる

よう 設定さ れています。

重点プ ロジェ クト の
目的

重点プロジェ クト第   章2

4 4

（ １ ）健体康心と 生涯現役の促進

　 住民一人ひと り の身体と 心の健康に対する 意識の高揚を 図

り 、健康づく り への主体的な行動を促進し ます。

　 また、誰も が生涯を 通し て、健康でいき いきとし た暮らし が送

れるよう 、それぞれのニーズに応じ た交流や就労の場など、社会

参加の機会の創出に取り 組みます。

、安全な環境のもと 、

きいきと 自分らしく 地域社会で活躍

わたって安心し て暮ら せるよう 、医療

。

整備するととも に、地域における防

して暮ら せるまちづく り を進めます。

ロジェクト

による大規模災害から 住民の生命

維持管理、土砂災害防止施設等の整備に

の向上と自主防災組織を中心とし

ちづく り を推進します。

、近畿自動車道紀勢線紀宝熊野道

主要道路をはじ めと する道路網のさらなる

ウォーキング教室

紀南病院

ト に関連する施策を記載し ています。

関連施策

地方創生戦略とし て位置づけられており 、まちの将来

し 、『 みはま』らしく 輝く まち」の達成に向けて、

組む施策です。

置づけ

各プロジェ クト の基本的な

考えを記載し ています。

重点プロジェ クト の
基本的方向

目　 的

重点プ ロジェ クト１ の

～すべての人が、住み慣れた場所で、安全な環境のもと 、

安心し て暮らし ています。～

安全・ 安心の確保

基本的方向

重点プ ロジェ クト１ の

　 すべての人が、健康で元気に暮らし 、いきいきと 自分らしく 地域社会で活躍

できる 環境を 整備すると と も に、生涯にわたって安心し て暮ら せるよう 、医療

体制の維持や福祉施策の充実を図り ます。

　 あわせて、安全で魅力的な生活環境を整備すると と も に、地域における 防

災・ 減災対策を着実に推進し 、誰も が安心し て暮ら せるまちづく り を進めます。

暮らし に穏やかさを感じ る

「 安全・ 安心の確保」プロジェクト

重点
プロジェ クト

1

（ ２ ）安全・ 安心な暮らし の確保

　 年齢を問わず誰も が安心し て暮ら せるよう 、身近で医療が受

けら れる 地域医療体制や通院・ 買物等の移動手段の維持、生活

する 上で 必要な 各種福祉制度の充実など 、日常生活に不可欠

な 公共サービ スの提供に取り 組むと と も に、それぞれのコ ミ ュ

ニティ において、お互いに助け合える地域づく り を進めます。

　 また、安全な暮らし のための基盤づく り と し て、南海ト ラ フ 巨

大地震やそれに伴う 津波の発生、想定外の大型台風や集中豪雨などによる大規模災害から 住民の生命

を守るため、避難路及び津波避難タ ワー等、避難施設の整備・ 維持管理、土砂災害防止施設等の整備に

取り 組み、地域の強靭化を図ると と も に、住民一人ひとり の防災意識の向上と 自主防災組織を中心とし

た防災力を強化し 自助・ 共助・ 公助が相互に機能し あう 災害に強いまちづく り を推進し ます。

　 あわせて、災害発生時に迅速・ 円滑に避難や物資輸送ができるよう 、近畿自動車道紀勢線紀宝熊野道

路の整備を促進すると と も に、町内の主要な施設につながる主要道路をはじ めと する道路網のさ ら なる

整備及び適正な維持管理に取り 組みます。

関連する SD G s
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【 重点プロジェ クト 】 の見方

後期基本計画における主要施策のう ち、重点プロジェクト に関連する施策を記載し ています。

後期基本計画における重点プ ロジェ クト 関連施策

各重点プロジェクト は、地方創生総合戦略とし て位置づけら れており 、まちの

将来像「 一人ひとり が、幸せを実感し 、『 みはま』らしく 輝く まち」の達成に向け

て、分野を超えて重点的に取り 組む施策です。

重点プ ロジェ クト の位置づけ

各プロジェクト の基本的な

考えを記載し ています。

重点プ ロジェ クト の
基本的方向

各重点プロジェクト の目的

は、すべての人々が豊かな

暮らし を 送ること ができる

よう 設定さ れています。

重点プ ロジェ クト の
目的
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（ １ ）健体康心と 生涯現役の促進

　 住民一人ひと り の身体と 心の健康に対する 意識の高揚を 図

り 、健康づく り への主体的な行動を促進し ます。

　 また、誰も が生涯を 通し て、健康でいき いきとし た暮らし が送

れるよう 、それぞれのニーズに応じ た交流や就労の場など、社会

参加の機会の創出に取り 組みます。

目　 的

重点プ ロジェ クト １ の

～すべての人が、住み慣れた場所で、安全な環境のもと 、

安心し て暮らし ています。～

安全・ 安心の確保

基本的方向

重点プ ロジェ クト １ の

　 すべての人が、健康で元気に暮らし 、いきいきと 自分らし く 地域社会で活躍

できる 環境を 整備すると と も に、生涯にわたって安心し て暮ら せるよう 、医療

体制の維持や福祉施策の充実を図ります。

　 あわせて 、安全で 魅力的な 生活環境を 整備すると と も に、地域における 防

災・ 減災対策を着実に推進し 、誰も が安心し て暮ら せるまち づく り を進めます。

暮らし に穏やかさを感じ る

「 安全・ 安心の確保」プロジェクト

重点
プロジェ クト

1

（ ２ ）安全・ 安心な暮らし の確保

　 年齢を 問わず誰も が安心し て暮ら せるよう 、身近で医療が受

けら れる 地域医療体制や通院・ 買物等の移動手段の維持、生活

する 上で 必要な 各種福祉制度の充実など 、日常生活に不可欠

な 公共サービ ス の提供に取り 組むと と も に、それぞれのコ ミ ュ

ニティ において、お互いに助け合える 地域づく り を 進めます。

　 また、安全な 暮らし のための基盤づく り と し て 、南海ト ラ フ 巨

大地震やそれに伴う 津波の発生、想定外の大型台風や集中豪雨などによる大規模災害から 住民の生命

を 守るため、避難路及び津波避難タ ワー等、避難施設の整備・ 維持管理、土砂災害防止施設等の整備に

取り 組み、地域の強靭化を 図ると と も に、住民一人ひとり の防災意識の向上と 自主防災組織を 中心とし

た防災力を強化し 自助・ 共助・ 公助が相互に機能し あう 災害に強いまちづく り を推進し ます。

　 あわせて、災害発生時に迅速・ 円滑に避難や物資輸送ができるよう 、近畿自動車道紀勢線紀宝熊野道

路の整備を 促進すると と も に、町内の主要な施設につながる主要道路をはじ めと する道路網のさ ら なる

整備及び適正な維持管理に取り 組みます。
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関連するSD G s

目　 的

重点プ ロジェ クト ２ の

～すべての人が、地域経済を支える担い手となり 、

暮らし の豊かさを感じ ています。～

地域経済の活性化

基本的方向

重点プ ロジェ クト ２ の

　 基幹産業であるみかん生産の産地再生を図るため、「 年中みかんのと れるま

ち 　 御浜町」の地域資源を 最大限に活用し 、働き 、暮ら せる 仕組みづく り に取

り 組みます。

　 あわせて、みかん生産をはじ め、商工観光業やその他の産業の高付加価値

化や町内外から の人の流れの促進により 、効果的な地域内経済の循環を 促進

し つつ、魅力ある働き 方、職場環境、人づく り に取り 組みます。

暮らし の活力を生み出す

「 地域経済の活性化」プロジェクト

重点
プロジェ クト

2

（ １ ）みかん産地の再生

　 基幹産業であるみかん生産については、産地の再生を 図るた

め「 みえ紀南１ 号」に代表さ れる優良品種の生産拡大や高品質果

実の生産促進、スマート 農業［ ※］や新し い技術の導入など 、安定

的な 生産体制及び生産基盤の整備と 農家所得を 向上さ せる 取

組を 支援し ます。あわせて、担い手と なる人材の確保や消費の拡

大、地域特産品の町内外における知名度の向上を目指し て積極

的な 情報発信を 行い、全国に誇れる みかん産地づく り に取り 組

みます。

（ ２ ）地域産業の活性化と 地域内経済循環の促進

　 人口減少によっ て 地域の消費が縮小する 中、住民の豊かな

暮らし を 守る ため、「 御浜町エリ アマネジメ ント 調整会議」のも

と 、地域消費の動向などを 事実データ に基づき 適切に把握し つ

つ、継続性をもっ て 、事業者及びみえ 熊野古道商工会等の事業

活動を 支援し ます。

　 あわせて、道の駅周辺を はじ めとし た様々な地域産業の振興

を 通じ て 、多様な 人材の活用・ 雇用環境の整備を 進めると と も

に、世界遺産の熊野古道や豊かな自然・ 伝統文化など の地域資源を 活かし 、町内外から の来訪者の受

け入れ環境の整備を 進めること で地域産業の活性化及び効果的な経済循環を 促進し ます。

三重ブラ ンド 認定品「 南紀みかん」

道の駅パーク 七里御浜
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関連するSD G s

目　 的

重点プ ロジェ クト ３ の

～すべての人が、地域に魅力と 希望を感じ 、

楽しさと 心地よさをもって暮らし ています。～

人口減少への挑戦

基本的方向

重点プ ロジェ クト ３ の

　 人口規模が縮小する 中にあっ ても 、人生を 過ご す上での楽し さ や心地よさ

を 感じ て暮らし ていけるよう な環境整備に取り 組むと と も に、若い世代が、暮

らし やすさ や働き やすさ を 感じ ら れ、安心し てこ ども を 産み育てら れるまち づ

く り に取り 組みます。

　 特に教育面においては、令和６ 年度に策定し た「 御浜町立小・ 中学校適正配

置基本計画」及び令和７ 年度に策定し た「 御浜町新統合小学校及び統合中学

校基本計画」に基づき 新校舎の建設に取り 組むと と も に、町の将来を 担う 児童

生徒がたく ましく 生きていける人間力の高い人づく り を推進し ていきます。

暮らしを未来につなぐ

「 人口減少への挑戦」プロジェクト

重点
プロジェ クト

3

（ １ ）若い世代や女性が心地よく 暮ら せる 環境整備

　 若い世代や女性が、心地よく 暮ら せるよう 、「 こ ども 家庭センタ ー［ ※］」を

中心に、妊娠期から 子育て 期まで 切れ目な い支援施策を 推進すると と も

に、学校、地域、家庭と 連携し 、教育、保育環境の充実に取り 組みます。

　 また、民間事業者によ る 快適で 良好な 住宅地形成の促進、マイ ホーム

取得支援制度や空き 家・ 空き 地バン ク 制度の活用など 、定住促進につな

がる 効果的な施策を 推進し ます。

　 あわせて 、都市部に潜在する 移住希望者や当地域の出身者に、町に関

する 情報を 積極的に発信し 、関係人口など 町と 関わる 人を 増やし 、さ ら に

移住希望者には受入環境、体制の充実に取り 組みます。

（ ２ ）町の将来を担う 人材の育成

　「 御浜町教育大綱」に基づき 、児童生徒の学びを 支える教育環

境の整備に取り 組みます。また、町内全校で 小中一貫教育を 推

進し 学校の魅力向上を 図ると と も に、児童生徒の自己肯定感や

自己有用感を 大切にし た指導をすすめ、前向き に挑戦し 学び続

ける児童生徒を育成し ます。

　 さ ら に、児童生徒が町への誇り と 愛着を 感じ 、主体的に社会に

参画する意識を高めていけるよう 主権者教育を推進し ます。

　 あわせて、学校と 地域住民が協働し 、町の魅力や歴史、文化について学ぶ機会を 創出するなど 、郷土

を愛する心と 地域社会を支える人づく り に取り 組みます。

こ ども 家庭センタ ー

新校舎（ イメ ージ 図）
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　「 御浜町教育大綱」に基づき 、児童生徒の学びを 支える教育環

境の整備に取り 組みます。また、町内全校で 小中一貫教育を 推

進し 学校の魅力向上を 図ると と も に、児童生徒の自己肯定感や

自己有用感を 大切にし た指導をすすめ、前向き に挑戦し 学び続

ける児童生徒を育成し ます。

　 さ ら に、児童生徒が町への誇り と 愛着を 感じ 、主体的に社会に

参画する意識を高めていけるよう 主権者教育を推進し ます。

　 あわせて、学校と 地域住民が協働し 、町の魅力や歴史、文化について学ぶ機会を 創出するなど 、郷土

を愛する心と 地域社会を支える人づく り に取り 組みます。

こ ども 家庭センタ ー

新校舎（ イメ ージ 図）
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